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国土交通省国土計画局

０．検討経緯

（１）国土交通省国土計画局における検討経緯（１）国土交通省国土計画局における検討経緯

平成１８年度：エコロジカル・ネットワーク形成のための推進方策検討調査平成１８年度： コロジカル ネットワ ク形成のための推進方策検討調査

全国レベルのエコロジカル・ネットワーク懇談会委員（８名）
石井 信夫 東京女子大学文理学部教授
小野寺 浩 東京大学特任教授小野寺 浩 東京大学特任教授
髙梨 雅明 独立行政法人都市再生機構理事

○ 武内 和彦 東京大学大学院農学生命科学研究科教授
竹村 公太郎 財団法人リバーフロント整備センター理事長竹村 公太郎 財団法人リバーフロント整備センター理事長
中井 検裕 東京工業大学大学院社会理工学研究科教授
中道 宏 財団法人日本水土総合研究所顧問
前田 直登 独立行政法人緑資源機構理事長前田 直登 独立行政法人緑資源機構理事長

（五十音順）
○：座長

平成１９年度：エコロジカル・ネットワーク形成の具体的展開に関する調査

1



国土交通省国土計画局

１．背景

（１）近代以前の国土管理（１）近代以前の国土管理

○ 土木工事や農耕などにより、自然の営
（自然界 生命や物質 循環）み（自然界での生命や物質の循環）に

一定の改変を加え、これを利用。

⇒ 食料やエネルギー 水などの恵み⇒ 食料やエネルギー、水などの恵み
の享受。

⇒ 災害時には、自然の破壊力に柔軟 自然の破壊力に対する対応（信玄堤）
出典 国土交通省甲府河川国道事務所ホ ムペ ジ災害時には、自然の破壊力に柔軟

に対応しながら、人間活動の営みの場
の安全性や利便性を向上。

出典：国土交通省甲府河川国道事務所ホームページ

○ 農耕や防災と生態系の保全は長い年月
を経て相互に調和、補完の関係。

○ 人々は自然の営みを賢明に利用し○ 人々は自然の営みを賢明に利用し、
地域固有の生活様式や生産様式、文化
を形成。
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里地里山の生活

出典：「里地里山」パンフレット（環境省）



国土交通省国土計画局

１．背景

（２）人間の営みの拡大
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○ 特に戦後、科学技術の飛躍的進歩により人
と自然の関係が大きく変化。
⇒大きな経済発展、豊かな生活水準を達成

その一方
人口の推移（全国）

国勢調査 (総務省統計局）等により作成

● 自然の営みの力をはるかに超えた国土利用や過度な制御
● 自然の営みを破壊● 自然の営みを破壊
● 大量生産、大量消費、大量廃棄が定着

⇒国内だけでなく海外の自然にも負荷
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国内 け なく海外 自然 も負荷



国土交通省国土計画局

１．背景

（３）国土管理の現状

○ 都市人口の急激な増加。
⇒災害に対して脆弱な土地利用の広がり。

（３）国土管理の現状

○ 治水対策や水需要への対応。
⇒川の本来の自然の姿が失われ、健全な水⇒川の本来の自然の姿が失われ、健全な水
循環が阻害されている恐れ。

○ 管理されず放置された広大な人工林 中山間地域における耕作放棄地○ 管理されず放置された広大な人工林。

○ 食料などの海外依存の高まり。
⇒ 方では 休耕田など国内の農地が放置

域 耕 放棄
出典：島根県中山間地域研究センター 藤山 浩

⇒一方では、休耕田など国内の農地が放置
されている状況も。

進○ 生態系の破壊や分断、質の劣化の進行。
⇒希少種の絶滅、生物多様性の減少。

管理が行き届かない森林

4
長期的には非効率な国土管理となっている可能性



国土交通省国土計画局

２．国土計画における自然環境保全

（１）全国総合開発計画における自然環境保全

＜全国総合開発計画＞昭和37年
・自然環境の保全等について項目はなし。

（１）全国総合開発計画における自然環境保全

＜新全国総合開発計画＞昭和44年
・野性的未開発の性格をあるがままに温存する地帯、生産の場であるとともにレクリエーションの場となる
農地・林地等の地帯、市街地地区の３区分に応じて自然の保護保全を図ることを計画の主要課題と記述。

＜第三次全国総合開発計画＞昭和52年
・「国土の管理を視点とした自然環境の保全」を計画課題とし、「それぞれの地帯における自然環境の特性と相
互の関連性を踏まえて自然環境の保全を図る必要がある」と記述。

＜第四次全国総合開発計画＞昭和62年
・「海域、都市から農林業地域、山岳森林地域までを連続した自然の系」として保全する等ネットワークの概念
を明記。

・「多様な生態系の維持を基調としつつ、優れた自然風景等の自然環境の特性に応じて体系的な保全を図る

＜21世紀の国土のグランドデザイン＞平成10年
「中小都市等と中山間地域等を含む周辺 農山漁村等と よ 構成され 価値観や生活様式 変化 応じ

多様な生態系の維持を基調としつつ、優れた自然風景等の自然環境の特性に応じて体系的な保全を図る
とともに、これらとのふれあいの増進を図るもの」、また、「野性的自然を都市に回復して自然環境の質の向上
を図るなど、自然と人間の共生を図る」と記述。

・「中小都市等と中山間地域等を含む周辺の農山漁村等とによって構成され、価値観や生活様式の変化に応じ、
都市的サービスとゆとりある居住環境や豊かな自然とあわせて享受できる圏域」として、都市と田園地域との
連携の中での自立的な地域づくりを目指すことを記述。

・「国土規模での生態系ネットワークの形成が求められる」との認識のもと、「生息野生生物等に関する情報の
整備と 情報を基礎とした生物生息空間 維持 形成に関する計画図（ ジカ ネ ト ク プ）
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整備とこの情報を基礎とした生物生息空間の維持、形成に関する計画図（エコロジカル・ネットワーク・マップ）
の作成」を記述。



国土交通省国土計画局

（２）国土形成計画における位置づけ

２．国土計画における自然環境保全

平成２０年７月に閣議決定された国土形成計画（全国計画）では、

（ ）国 形成計画 おける位置 け

「我が国の国土を持続可能な形で管理していくため、循環と共生を重視した国土
の管理を進めていく」こととし、
「危機的な状況にある生物多様性の維持・回復等 人と自然の共生を図ることが「危機的な状況にある生物多様性の維持 回復等、人と自然の共生を図ることが
重要な課題」と位置づけ。

人と自然 共生を確保 くため

「原生的な自然地域等の重要地域を核として ラムサ ル条

人と自然の共生を確保していくため、

「原生的な自然地域等の重要地域を核として、ラムサール条
約等の国際的な視点や生態的なまとまりを考慮した上で、森
林、農地、都市内緑地・水辺、河川、海までと、その中に分林、農地、都市内緑地 水辺、河川、海までと、その中に分
布する湿原・干潟・藻場・サンゴ礁等を有機的につなぐ生態
系のネットワーク（エコロジカル・ネットワーク）を形成し、
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これを通じた自然の保全・再生を図る。」（国土形成計画（全国計画）より）



国土交通省国土計画局

（１）新たな時代における人と自然の関係の再構築

３．エコロジカル・ネットワークの考え方

国土管理をめぐる現状・新たな課題（地球環境問題や人口の本格的な減少
など）を見据えて、適切な対応を図る必要。

（ ）新たな時代 おける人 自然 関係 再構築

人口減少が進む中で予想される国土利用の再編の動き
食料やエネルギ 資源の国際的な需給動向食料やエネルギー資源の国際的な需給動向
バイオマス利用促進をはじめ資源循環の動き
広域ブロックを単位とした地域の自立の動き

以上を的確に捉え、次の時代に向けて人と自然の関係をより持続的なも
のに再構築していくことが重要。

人と自然の関係の再構築の動き

多自然川づくり 自然再生の取組み 緑の回廊制度 環境保全型農業多自然川づくり、自然再生の取組み、緑の回廊制度、環境保全型農業
の推進、集約型都市構造に向けた土地利用の再編、３Ｒ（リデュース、リ
ユース、リサイクル）の推進
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このような動きを別個のものではなく一体のものとして大きな流れにしてい
く必要がある。



国土交通省国土計画局

（２）自然のポテンシャルを活かした国土利用

３．エコロジカル・ネットワークの考え方

（ ）自然 ポテンシャルを活 した国 利用

今後の国土管理においては、自然の営みの能力を十分に顕在化させ的
確に利用していくこと「自然のポテンシャルを活かした国土利用」が必要。

①食料資源などの安定的確保
太陽エネルギ が動力源とな て営まれる水循環 生命循環及び物質循環を適切に利用して食料

すなわち、

太陽エネルギーが動力源となって営まれる水循環、生命循環及び物質循環を適切に利用して食料
やエネルギーなどの恵みを確実に確保すること。

②国土利用の安全性確保と快適環境創出
自然の脅威に過度に抗わない国土利用に転換しながら安全で快適な環境を創出すること自然の脅威に過度に抗わない国土利用に転換しながら安全で快適な環境を創出すること。

③健全な生態系の保全・再生・創出
健全な生態系を保全・再生・創出することでその他様々な恩恵を引き出すことを基本とする。

④相互の補完性や相乗効果を意図的に高める
上記 を別個に取り組むのではなく、例えば水害対策と湿地の再生、農業の活性化と生態系の再生、
木質バイオマス利用と里山の保全・再生など相互の補完性や相乗効果を意図的に高めていく。

長期的な観点ではより効率的な国土管理が行われることで、根幹的な国力
の増強につながる可能性
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の増強につながる可能性。
海外への依存が軽減され、グローバル・サステイナビリティに資する。



国土交通省国土計画局

（３）人と自然の良好な関係の再構築（概念図）

３．エコロジカル・ネットワークの考え方

（ ）人 自然 良好な関係 再構築（概念図）
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国土交通省国土計画局

（４）生態系の保全･再生･創出とｴｺﾛｼﾞｶﾙ･ﾈｯﾄﾜｰｸの形成

３．エコロジカル・ネットワークの考え方

（ ） 態系 保 再 創出 ｼ ｶﾙ ﾈｯ ｸ 形成

「健全な生態系の保全・再生・創出」は

・経済原理を導入することが現時点では困難。

・農業の活性化や水害対策などの副次的な効果に期待する
がところが大きい。

・直接的な効果がわかりにくくその発現に時間がかかる。

相乗効果が期待される関連施策により 生態系の保全・再相乗効果が期待される関連施策により、生態系の保全 再
生・創出を戦略的に進めていく必要。

これにより（他の要素である）農林水産業の競争力の強化や
防災機能の増進に資するなどの好循環（人と自然の良好な関
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防災機能の増進に資するなどの好循環（人と自然の良好な関
係のスパイラルアップ）につながることも期待。



国土交通省国土計画局

（５）生態系の保全・再生・創出の推進にあたって

３．エコロジカル・ネットワークの考え方

（ ） 態系 保 再 創出 推進 あた

生態系の保全・再生・創出は国土全体で進めるべきものであるが、一挙に実現
するのは非現実的。

このため重要な生態系の拠点の適切な配置やそれらのつながりを明らかにし、
これに沿って生態系の保全・再生・創出に資する各般の施策を重点的に展開し
ていくていく。

生態系の保全・再生・創出は国土全体で進めるべきものであるが、生態系の重
要性の評価にあたっては、動植物の生息･生育空間として評価する視点を基本要性の評価にあたっては、動植物の生息 生育空間として評価する視点を基本
とした上で、災害の緩和や快適な環境の創出、食料生産の増進などを目的とし
ながら生態系の保全・再生・創出とも相乗効果の高い土地利用を積極的に評
価する視点も加味することが重要価する視点も加味することが重要。

＜長期的な視点＞

エ ロジカル ネ トワ クが基軸とな て健全な生態系の保全 再エコロジカル･ネットワークが基軸となって健全な生態系の保全・再
生・創出が国土全体に波及

→ エコロジカル･ネットワークの形成により豊かな恵みを人々が引

11

コロジカル ネットワ クの形成により豊かな恵みを人々が引
き続き広く享受することとなり、ひいては自然のポテンシャルを
活かした国土利用の実現につながっていくことを期待。



国土交通省国土計画局

（１）エコロジカル・ネットワーク構想策定の意義

４．エコロジカル・ネットワーク構想

（ ） ジ ル ネッ ワ ク構想策定 意義

「人と自然が共生するための」エコロジカル・ネッ
トワークを明らかにし、これを強化していくために、、 強 、
自然のポテンシャルを活かした国土利用の観点から
全体としての指針を形成していくことが重要。

・生態系の保全・再生・創出に正面から取り組む。
・多様な主体の参画と連携を広く求める。
・食料生産や水害対策、バイオマス利用などが生態系の保

全・再生・創出に及ぼす副次的な効果も充分に活用する。
・既存の取組みの実情を踏まえる
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既存の取組みの実情を踏まえる。



国土交通省国土計画局

（２）エコロジカル・ネットワーク構想の定義

４．エコロジカル・ネットワーク構想

（ ） ジ ル ネッ ワ ク構想 定義

エコロジカル・ネットワーク構想の定義エコロジカル・ネットワーク構想の定義

「生態系の現状をふまえた上で、多様な主体の生態系の現状をふまえた上で、多様な主体の
連携により、重点的に保全・再生・創出すべき生
態系の拠点の配置とそれらのつながりを明らか態系の拠点の配置とそれらのつながりを明らか
にし、その強化に資する現行の取組みの現状と
将来構想を位置付けることなどにより 生態系の将来構想を位置付けることなどにより、生態系の
保全・再生・創出を進め、ひいては自然のポテン
シャルを活かした国土利用を進めていくことにつ
いての認識を共有していくための一連の構想」と
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ての認識を共有して くための 連の構想」
定義する。
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エコロジカル・ネットワークの基本的考え方 

 
１．生物多様性とエコロジカル・ネットワーク 

わが国では古くから、自然の営みに一定の改変を加え、これを利用して、食料、エネル

ギー、水などの恵みを受けて生活を営んできた。 
しかし、この一世紀あまりの間に、わが国の人口は急激に増加し、人間の営みの規模も

併せて急速に拡大する中で、人と自然の関係は大きく変化した。科学技術の飛躍的な進歩

を背景に大きな経済発展を遂げる一方、自然の営みの許容力をはるかに超えた国土利用を

行ったり、さまざまな恵みをもたらすはずの自然の営みを破壊してしまったりする場合も

あり、わが国の生物多様性は危機に直面しており、同時に自然からの恵みを十分に受けら

れない状態にある。 
豊かな生物多様性を継承し、その恵みを持続的に享受するためには、将来にわたって生

物多様性が確保される国土を実現する必要がある。また、今後の国土管理の観点から、自

然の営みの能力を十分に顕在化させて的確に利用していくこと、いわば「自然のポテンシ

ャルを活かした国土利用」を行っていくことも重要と考えられる。 
このため、人と自然との関係を十分認識した上で保全すべき自然環境や優れた自然条件

を有している地域を核としてこれらを有機的につなぐことにより、生息・生育空間のつな

がりや適切な配置が確保されたエコロジカル・ネットワーク（生態系ネットワーク）を形

成することが、その手段として有効と考えられる。 
 

２．エコロジカル・ネットワークとは 

生態系の拠点の適切な配置やつながりのことをエコロジカル・ネットワークと呼び、核

となる地域（コアエリア）及び、その地域の外部との相互影響を軽減するための緩衝地域

（バッファーゾーン）を適切に配置、保全するとともに、生物の分散・移動を可能として

個体群の交流を促進し、種や遺伝的な多様性を保全するため、これらの生物の生息・生育

地をつなげる生態的な回廊（コリドー）を確保することを基本とする（図１）。例えば、全

国レベルのエコロジカル・ネットワークを考えた場合、奥山自然地域と都市地域との間に

位置する里地里山・田園地域は、都市の人間活動が原生的な自然の核心部（コアエリア）

に与える影響を緩和するとともに、よく手入れされた里地里山・田園地域は、野生鳥獣の

生息地と人間の居住地域との間の適切な間合いとして鳥獣被害を防止するなど、バッファ

ーゾーンと考えることができる。また、人々の生活と自然は別個にあるものではなく、密

接に関係していることから、上記要素を明らかにする上では、それらの関係性も十分踏ま

える必要がある。 
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３．エコロジカル・ネットワーク構想とは 

２．において明らかにしたエコロジカル・ネットワークを効果的・効率的に実現するた

めには、生態系の保全・再生・創出を直接的に行うだけでなく、人と自然との関係を踏ま

えた上で食料生産や水害対策、バイオマス利用などが生態系の保全・再生・創出に及ぼす

副次的な効果も充分に活用していくが重要である。これらの取組が、自然の営みの能力を

十分に顕在化させ的確に利用していくこと、つまり「自然のポテンシャルを活かした国土

利用」につながり、長期的な観点では、より効率的な国土管理が行われることとなる。 
上記で示したとおり、自然のポテンシャルを活かした国土利用を推進し、エコロジカル・

ネットワークを形成するためには、多様な主体の参画と連携が重要であり、関係省庁の生

態系の保全・再生・創出に資する具体的施策の展開が必要である。これにより、農林水産

業の競争力の強化や防災機能の増進に資するなどの好循環（人と自然の良好な関係のスパ

イラルアップ）につながることも期待される。関係省庁による「エコロジカル・ネットワ

ークの実現施策」から「人と自然の良好な関係の再構築」に至る流れは、図２のように整

理される。エコロジカル・ネットワークを形成するには、まず、生きものの視点からのエ

コロジカル・ネットワーク現況図、将来図の作成が必要となる。エコロジカル・ネットワ

ーク構想は、「生態系の現状を踏まえた上で、多様な主体の連携により、重点的に保全・再

生・創出すべき生態系の拠点の配置とそれらのつながりを明らかにし、その強化に資する

現行の取組みの現状と将来構想を位置付けることなどにより、生態系の保全・再生・創出

を進め、ひいては自然のポテンシャルを活かした国土利用を進めていくことについての認

識を共有していくための一連の構想」と定義する。 

図１ エコロジカル・ネットワー

ク（生態系ネットワーク）の形成

要素及びその空間配置(模式図) 
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図２ 「エコロジカル・ネットワーク構想」から「人と自然の良好な関係の再構築」に至る流れ



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 全国エコロジカル・ネットワーク構想作成の全体工程（案）（検討中）
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全国エコロジカル・ネットワーク現況図

生態系の多様性の観点からの重要地域の抽出

希少な種の観点からの重要地域の抽出 

指標種の観点からの重要地域の抽出 

各
種
レ
イ
ヤ
ー
の
重
ね
合
わ
せ
方
法
の
検
討 

○指標種の観点からの検討 

・指標種の検討 ※ 

・指標種の生態に関する情報 

・指標種の分布情報 

生態系等のタイプ 指標種群

森林 クマ類、イヌワシ、クマタカ

湖沼・湿原、田園地域 ガン類

干潟 シギ・チドリ類

河川 アユ･サケ等

… …

○希少な種の観点からの検討 

・ホットスポットの抽出方法の検討 

・希少な種の分布情報 

指標種の観点からの重要地域の抽出
○生態系の多様性の観点からの検討 

・希少な生態系の分布情報 

国
際
的
移
動 

ガン類 

ウミガメ類 
シギ・チドリ類 

クマ類、イヌワシ、クマタカ 

アユ・サケ等の回遊性魚類 
海鳥 

ツル類 

海棲哺乳類 

○指標種の確認生息地域 

○HSI モデル等による 
指標種の生息可能地域 

レッドリスト掲載種の分布状況 

（絶滅危惧Ⅰ類・Ⅱ類の種） 

※

マングローブ 

干潟 

サンゴ礁 

藻場 

自然草原 

自然林 

全国エコロジカル・ネットワーク構想図

全国エコロジカル・ネットワーク将来図

(望ましい姿) 

全国エコロジカル・ネットワークの 

実現施策 

○希少な種の観点からの検討 

・ホットスポットの抽出方法の検討 

・希少な種の分布状況 
レッドリスト掲載種の分布状況 

（絶滅危惧Ⅰ類・Ⅱ類の種） 

※ 




